
Ávila-Villanueva, M., & Fernández-Blázquez, M. A. (2017). Subjective Cognitive Decline as a Preclinical Marker for Alzheimer's 
Disease: The Challenge of Stability Over Time. Frontiers in aging neuroscience, 9, 377. https://doi.org/10.3389/fnagi.2017.00377

健常 → プレクリニカルAD 健忘型軽度認知障害 認知症
主観的な認識
認知機能

アルツハイマー病（AD)の進行
認知機能が低下しているが、主
観的にはそれを認識できない

認知機能の若干の低下が認めら
れるが、契約やATM操作は可能

認知機能はまだ低下していないが、主観的には
低下を感じている時期（将来への準備期間）

軽度認知症以外でも経済活動にはリスク（特殊詐欺、商
品問題、ダークパターン、資産運用）（凍結新NISAも)

認知機能の
程度

認知機能低下
cutoff point
（行為の難易度
で上下）

受動的な自己決定
法定後見

能動的な自己決定
生前事務委任（見守り・財産管理）／ACP・尊厳死宣言

／任意後見・福祉型信託／死後事務委任・遺言

まだまだ ぼちぼち ただちにそろそろ

■メタ認知の問題
本人の自覚が低くなり、

生命・財産の危険度が高まる
発見・連携の重要性高

乖
離

動態的に変化する認知機能とメタ認知の問題
認知症の治療・介護という医学モデルから、認知機能の変化に着目する社会モデルへ
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年齢別のMCIおよび認知症の有症率

出典：東京都健康長寿医療センター 粟田主一「高齢者の特性を踏まえたサービス提供のあり方検討会資料」

1：MCIは日常生活に大きな障
害をもたらすわけではない。し
かし、経済活動には影響を与え
る。
2：アルツハイマー型認知症の
新薬は認知症の進行を遅らせる
が、軽度認知症は増大する。
3：介護・医療の負担は軽減す
るが、経済問題が発生する。
4：曖昧で、表明化しない（助
けて求めない）ような問題が増
大する。


